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Ⅴ アウトカム項目

事業所は相模鉄道線横浜から２駅の西横浜駅下車徒歩５分の幹線道路から一歩入っ
た地元商店街の一角で、７階建てのコンクリート造りのマンションの１階と２階部
分にあるグループホームです。ホームは直に医療法人が運営しています。
＜優れている点＞
医療法人が運営・管理しており、医療との連携が密で、日常のケアや緊急時におけ
る２４時間対応についてもしっかりサポートしています。介護福祉士など資格のあ
る常勤職員が半数以上を占め、チームワークが良く、利用者の視点を大切にしなが
ら「生活記録書」「連絡ノート」などを活用して職員全員で利用者の視点に立った
自立支援を行っています。
＜工夫点＞
日々の生活記録はバインダーを使い、裏面にサービス計画書を付け、常にサービス
計画と日常の支援を相互確認しています。生活支援はそれぞれの利用者本位で進め
ることを基本にしています。生活記録は日勤、夜勤、医療事項を黒、赤、青の三色
で色分けして要点の把握や伝達を容易にする「見える化」を継続しています。食事
は宅配業者から栄養管理士の指導のもと、素材を中心にした材料を利用し、利用者
のその日の状態に合わせてそれぞれの階で職員が調理しています。調理は、できる
だけ利用者に手伝ってもらえるよう、作り方にも配慮しています。

最寄り駅より徒歩7分と近く外出に便利。ホーム周辺には商店街があり散歩や買い物
も気軽に出かけられます。7階建ての1階と2階と屋上も占有施設としており、外気欲
やみなとみらいの花火大会など行っております。職員は介護福祉士が多く離職率も低
い為、入居者様と馴染みの関係が築けております。法人代表がホームかかりつけ医師
で24時間オンコール対応しております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　シエル西横浜

 ユニット名 1Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム　シエル　西横浜.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

ご家族や町内会長、地域包括支援セン
ターなどの意見を職員全体に伝えサー
ビス向上に活かしている。

昨年は８月に運営会議を家族、町内会
長、地域包括支援センター代表を含
め、詳しく活動報告をしています。そ
の中から防災マップの必要性や避難時
の支援方法、避難場所などについて検
討しています。

地域とのかかわりを強めるた
め、開催回数を増やす取り組
みが期待されます。

生活保護の方もおり、担当者に相談な
ど行っている。認定更新などの機会に
も利用者の状況を伝え、連携に努めて
いる。

区の管理担当者と情報交換、打ち合わ
せを年１回もっています。区が行う研
修会にも積極的に参加しています。生
活保護の担当職員と密に連絡を取り
合っています。地域のグループホーム
４ホームと連絡会を行い情報交換をし
ています。

散歩や買い物を通して地域の人たちと
挨拶を交わしている。町内会の行事に
も参加している。

町内会に加入しています。商店街の祭
り（藤棚まつりやへそ祭り）に参加し
たり、箱根駅伝の応援に地域の道路沿
いの場所を借りたりしています。２月
には餅つき会に利用者１１名が参加し
ています。傾聴ボランテイアも週１回
来ています。

地域とのかかわりを深めるた
め、掲示板の活用など、更な
る情報発信も期待されます。

町内会の行事への参加や運営推進会議
を通して、認知症の人の理解や支援を
伝えている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念を常に見える場所に掲示し、振り
返りできるようにしている。

理念はわかりやすく３項目で示してい
ます。玄関脇、２階の入り口脇の見や
すい位置に掲示しています。月１回の
ミーティング時に話し合い、理念の共
有を図っています。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル　西横浜.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

家族に参加してもらう機会を設けたり
することで、話しやすい雰囲気を作っ
ている。また面会時など職員から話し
かけるなど意見を言いやすい環境にな
る様努め、運営に反映させている。

半数以上の家族が利用料の支払いに月
一回来ています。その時に意見要望な
どを聞いています。利用者の日常の生
活の様子は月１回、医療のことやイベ
ントなどの写真を入れ、連絡事項と共
に知らせしています。

成年後見制度を利用している利用者が
おり、職員は制度について理解を深め
る機会がある。
後見人が定期的に訪問している。

契約時に詳しく説明を行い、意見・疑
問などあれば答えるようにしている。
重度化や看取りについても、その都度
家族と話し合いを行っている。

玄関・１F庭に通じる窓は防犯のため施
錠している。２F玄関は離設者があり、
ホーム近くには大きな道路もあり運営
推進会議で話し合いの結果、施錠して
いる。個別には家族と話し合いをして
いる。

１階、２階玄関と１階の居室の窓は防
犯上の指導を受けて施錠しています。
２階の窓はレバーロックで開けると事
務所で知ることが出来ます。意見交換
ノートを活用してスピーチロックが起
きないよう相互に話し合いをもってい
ます。

研修に参加し職員全員が資料・レポー
トを回覧し、ミーティングなどの機会
に話し合いをし注意している。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル　西横浜.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

交換研修に参加し、他ホームを知る機
会を設けサービスの質の向上に反映で
きる様に努めている。

入所前の面接で充分な話し合いを行
い、関係作りに努めている。

資格手当てがある。希望休が充実して
いる。研修への参加も行っている。

月１回程研修へ参加し、参加者はレ
ポートを書き、職員全体に回覧しミー
ティング時に話し合いの場を設けてい
る。

代表者は運営について年１回説明会を
行い、職員全員参加出来るようになっ
ている。その際職員の意見や提案もき
いている。また月１回ミーティング行
い、ご意見ノートの活用をしている。

月１回のミーティングや毎日記入する
意見交換ノートを活用し、職員のアイ
ディアや意見を支援に反映していま
す。経験豊富な職員が多く、良いこと
はすぐに話し合って実行しています。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル　西横浜.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

知人・友人の訪問や電話の取次ぎなど
行っている。家族と外泊する利用者も
いる。

友人が面会で来訪する人や、かかりつ
け医の受診を兼ね、家族と月２回外泊
する人がいます。家族への電話を希望
する人には家族了解のもと取り次いで
います。

出来る事は一緒にやっていただき、介
護する側の目線にならないよう注意し
ている。

家族と共に本人を支えていけるよう、
ご本人の様子を伝える書面を月１回郵
送し、状況により話し合いの場も設け
ている。面会時も制限はない。

入所前面接で、ご本人との状況やこれ
までの経緯をうかがい家族の要望等に
どこまで対応できるかなど話し合いを
行っている。

本人と家族の考えや悩み等のアセスメ
ントを行い必要な支援を見極め、他の
サービスの紹介も行っている。

株式会社フィールズ



グループホーム　シエル　西横浜.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

サービス利用前にご本人と家族から情
報をもらっている。利用開始後も日々
の生活の中から把握に努めている。

個々の言動・心身状態をスタッフ全員
が把握できる様個別の生活記録に細か
く記載している。

退所後も相談があれば行っている。利
用者の紹介があったこともある。

家族と連携しながら、会話や言動から
思いや希望が汲み取れるよう努めてい
る。モニタリングなども行い、検討し
ている。

日々の思い、希望などを仕草や言葉か
ら読み取り、生活介護記録に記載して
います。職員で話し合い、本人の思い
を共有するよう努めています。生活へ
の支援は職員ペースでなく利用者ペー
スで進めるよう心がけています。

利用者同士の性格等を把握し、円満に
過ごせるよう支援している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

入所前からのかかりつけ医を継続受診
しながらホームかかりつけ医と連携し
対応している。

多くの利用者が協力医を主治医として
いますが、入居前のかかりつけ医を継
続している人もいます。協力医は週１
回往診し、その際利用者全員を診てい
ます。往診結果は診療記録、生活記録
に記載し、職員間で共有しています。
オンコール体制があります。

本人・家族の状況に応じて通院や入退
院の付き添い等行い柔軟に対応してい
る。

ボランティアの受け入れを行い、町内
会の行事に参加している。オムツの給
付の活用も行っている。

本人や家族の要望を伺い、職員間で定
期的に話し合いを行っている。又状態
に応じてモニタリングし介護計画の変
更を行っている。

職員は施設サービス計画書をもとに、
日々の生活をモニタリングしながら、
生活介護記録に記載しています。３ヶ
月に一度カンファレンスを実施し、医
療情報も含めて家族、計画作成者と話
し合い、より実情に合った支援になる
よう努めています。

生活記録に日々の様子・出来事を細か
く記入し職員それぞれが目を通し情報
を共有している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

急変・事故発生時のマニュアルにて対
応し、施設Ｄｒと協力している。

定期的に避難訓練を行い、消防署や町
内会長にも参加してもらっている。町
内の避難訓練にも参加し、運営推進会
議の際も防災の話をし地域の協力が得
られるよう努めている。

定期的に避難訓練を実施しています。
町内会が避難先の利用者の安全見守り
をしています。町内の消火訓練に参加
し、相互の協力体制を築いています。
備蓄品とチェックリストを用意し、随
時確認して入れ替えをしています。

入院時は、医療機関に情報を提供して
いる。家族に回復状況をうかがいなが
ら必要に応じて医師との話し合いにも
参加し、退院に向けて医療機関・家族
と連携をとっている。

重度化・看取りについて確認書を作成
し、ホームで出来る事と出来ない事等
充分に説明し納得した上で支援してい
る。本人・家族の意向に沿える様最大
限努力している。

入居時に重度化・看取りについて説明
し、ホームで対応し得る範囲について
家族の意向を確認しています。医師、
看護師、家族、職員など関係者が方針
を共有・連携して取り組んでいます。
協力医とは２４時間体制で連絡が取れ
る状態になっています。

週１回の訪問看護があり、看護師は個
別の生活記録閲覧とバイタルチェック
を行っている。何かあればその都度状
況を伝え相談している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

個々に合った量や形態で提供してい
る。食事の準備や片付けは出来る事は
一緒に行っている。月に一度の外食は
希望を聞き提供している。

献立と食材は業者に委託しています。
「食事はおいしく楽しく」を基本に、
利用者の嗜好に合わせ、代替品や調理
で工夫しています。利用者は野菜切
り、湯茶入れ、下膳など職員と会話を
しながら一緒に行っています。毎月の
外食や出前、行事食を楽しんでいま
す。

職員の都合でスケジュールを決めず
個々のペースで過ごせるよう１日のタ
イムテーブルは作っていない。個別に
レクリエーションをしたり散歩や買い
物に行ったりしている。

着替えは本人の自由で行っており、自
己決定出来ない方には職員が選んでい
る。美容院に行かれる人もいる。

個々の人格を尊重し、その方に合った
対応が出来る様にしている。

利用者の個別性の理解に努め、生活歴
の把握や言葉遣いに気を付けていま
す。日常生活で気づいた事は、意見交
換ノート、ミーティング、カンファレ
ンスで検討し、その人に合った対応を
心がけています。個人情報は鍵付き書
庫に保管しています。

本人の思いや希望を言動などからも汲
み取れるよう働きかけ、自己決定につ
ながる支援ができる様努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

水分摂取を促したり出来るだけ食べ物
で便秘にならないよう気をつけてい
る。便秘の際は看護師と連携し対応し
ている。

時間は決めず声かけしている。浴槽に
入れない方には、シャワー浴しながら
足浴を行っている。

入浴の予定日や時間は決めず週３回を
目標に、柔軟に対応しています。拒否
が見られる人には声掛けの工夫や、タ
イミングをみて誘導したり、清拭や足
浴をしています。季節により、ゆず湯
を楽しんだり、保湿剤を使用する人も
います。

口腔ケアの声かけや個々の力に応じて
介助を行っている。定期的な歯科往診
があり個別に相談も行い支援してい
る。

排泄チェック表や生活記録を活用し排
泄パターンの把握に努めている。トイ
レ誘導や声かけを行っている。

排泄チェック表や生活記録をもとに排
泄パターンを把握し、個別支援をして
います。個人ごとに定時の声掛けや排
泄サインを把握し、さりげなく誘導し
ています。紙おむつ使用の人もトイレ
を使用し、自分からトイレを訴えるよ
うになった人もいます。

管理栄養士が作成したメニューで個々
に合った量や形態で提供している。摂
取量は水分も含め記録し不足している
方は捕食している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

家族からお金を預かり管理し、本人の
必要な物や希望の品を購入している。

 


散歩やレクリエーション・家事など個
別に対応している。朝食に梅干や化粧
品の購入も支援している。

希望で散歩や買い物などの外出や季節
ごとに花見や駅伝見物・ドライブなど
行っている。地域の催し物にも参加し
ている。

天気の良い日は散歩や外気浴、買い
物、外食など外出の機会を設けていま
す。ホームの屋上で日光浴や花火見物
をする時もあります。季節によりドラ
イブや地域の行事に参加、箱根駅伝の
応援に出かけています。家族の協力も
得て外出支援しています。

個別に体調や夜間の状況を見ながら、
日中も休んでいただいたりしている。

服薬管理表があり、スタッフ全員が内
容を把握出来る様になっている。内服
時は見守り介助し確薬を実施してい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

入所時使い慣れた家具や食器などを持
ち込まれる。居室は居心地よく事故の
ないよう配置を考えている。

使い慣れた鏡台や椅子、テレビ、アル
バムなどを持ち込み、思い出の品を飾
り、自分らしい居室作りをしていま
す。床は弾力性のあるフローリングで
安全面に配慮しています。掃除は利用
者に声掛けをして職員と一緒に行って
います。

手すりの設置があり、居室やトイレに
はわかる様に目印などしている。個々
の身体状況に合わせベッド柵やポータ
ブルトイレなど設置し自立した生活が
出来る様支援している。

季節ごとに塗り絵や貼り絵など共用の
空間に貼っている。室内の温度は適温
が保てるようにしている。

リビングには空気清浄器を据え、温・
湿度を調整しています。見やすいよう
に大きな時計やソファー、ベンチが置
かれ、落ち着いて寛げる環境になって
います。壁には行事や誕生会の写真、
職員と合作の貼り絵などが飾られてい
ます。穏やかな雰囲気の中で過ごせる
よう配慮しています。

気の合った者同士で過ごせるよう席を
設けたり、一人になりたい時は一人が
けソファーを使用出来るように配置し
てある。

家族や知人からの電話の取次ぎは自由
に行っている。知人からの手紙の受け
渡しも行っている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　シエル西横浜

 ユニット名 ２Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

運営推進会議では地域包括センターの
職員、家族、町内会長さんに参加して
もらい、多方向からの意見を取り入れ
サービス向上に努めている。ている。
最近では防災の事で町内会長さんのお
話が参考になっている。

保護課担当者と密に連絡を取り、その
都度報告、協力関係を築いている。西
区の４つのＧＨと役所の方達と年に１
度、話し合いの場を設けている。

町内会と商店街に加入。季節の行事で
は、お祭り、餅つき大会、消防訓練に
声を掛けて頂いて参加する等交流を
図っている。参加が難しいこともある
が見学させて頂くなど心掛けている。

外食や散歩に出掛けたり近くの薬局に
オムツの買い出しもしている。花火大
会ではマンションの住民の方にお越し
頂ける様に屋上を開放している。見学
は随時受付けて近所の方が見学に来る
ことがあるが、あまり活かせていな
い。

理念を玄関の見やすい所に掲示。地域
密着サービスを基本理念に加え確認、
理解し合い実践に繋げていけるように
努めている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

来所、面会や問い合わせ等、随時ご家
族の意見や要望を伺い、反映できるよ
うに努めているがアンケートなどは
行っていない。

研修に参加して学ぶ機会を設けてい
る。後見人を利用している利用者様も
いる。必要とする方がいたら紹介する
など支援している。

契約、入居、解約の際は十分な説明を
行い理解の同意を得ている。ご家族の
不安なども伺い、分からない事があれ
ば納得して頂ける様に支援している。

身体拘束がやむを得ない時は、ご家族
の承諾を得ている。ご家族の同意を得
て防犯の理由でしている。人手がある
時は空気の入れ替えを行っている。

研修に参加して学ぶ機会を設けてい
る。参加後はスタッフ全員で目を通
し、ミーティングで意見交換しどんな
ことが虐待になるのか、防止の徹底に
努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

横浜高齢者ＧＨ連絡会、神奈川認知症
高齢者ＧＨ協議会に加入し勉強会や交
換研修などを通して交流する機会を持
ち、良い面、悪い面を考えサービスの
質の向上に努めている。

入所前の面談で本人の状況把握に努め
ている。話しやすい雰囲気を大切にし
会話をしながら困り事、不安な事、要
望などを傾聴するようにしている。安
心して生活ができ、信頼関係が持てる
よう支援に努めている。

希望休はとれている。希望休制度や資
格手当など向上心をもって働ける環境
整備に努めている。労働時間もきちん
としていて勤務年数が長い職員が多
い。

スタッフ全員が勤務状態に合わせて外
部研修や交換研修を受ける機会を設け
ている。日常の中でもわからない事な
どを話し合って学べるようになってい
る。

月に１度のスタッフミーティングを
行っている。ご意見ノートを活用し、
意見を出しやすい環境をつくりそれに
基づいて話し合い、反映されている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

気軽に家族や友人知人が遊びに来たり
している。電話や手紙など今までの関
係が途切れない様に支援している。面
会時間の制限もなく自由にしている。

共に生活している者同士として手伝い
をしてもらったり、昔話を聴いたりし
ながら日常の生活を通して気持ちの把
握に努め、支え合い、心を開いて頂け
るように努めている。

月末ごとに生活のご様子がわかる記録
を写真を添えて送っている。家族の意
見に耳を傾け本人支援について話し合
いながら共に支え合い協力関係を築い
ている。

入所後も家族においては話しやすい雰
囲気を大事にして不安や要望など親身
に聞くよう心掛け出来ない事ははっき
りと伝えている。日常の様子を伝えた
りスタッフ間でも共有している。信頼
関係が築ける様に努めている。

本人、家族と面談し話を良く伺い、必
要なサービスが受けられるよう他の
サービス利用も視野にいれた対応をし
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

入所前に生活歴や生活環境、これまで
のサービス等の情報を面談で聞いてい
るのでその人らしい馴染みの暮らしを
損なわない様に努めている。

心身状態など、１日の過ごしを生活記
録に記入し把握に努めている。職員間
での口頭での申し送りも行っている。
１人ひとりが健康で精神的に落ち着い
ているか、何ができのか、出来る事を
しているか等、職員は日々現状の把握
に努めている。

関係継続に努めている。必要であれば
いつでも相談・支援を行っている。

今までの暮らしを踏まえた上で、本人
の気持ちになって家族とも共に考え、
希望や訴えに添えるよう行動や言葉か
らも気持ちを察し、その方に合った暮
らしが出来るように努めている。

利用者同士の関係性を職員が把握し楽
しく過ごしやすいよう円滑な人間関係
を築ける様に支援している。狭いフロ
アの中で孤立せず関わり支え合えるよ
う、トラブルも含め職員が間に入り対
応している。
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自
己
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価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

本人や家族の意向を尊重し入所前から
の掛りつけ医の受診など、適切な医療
を受けられるように自由にしてもらっ
ている。日々の健康管理は希望があれ
ばホームの医師にしてもらい、なにか
あれば適切な医療機関に繋げている。

柔軟な支援ができる様、役所と連携し
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

地域資源の把握に努めているが特に協
働はしていない。

本人、家族、医師、看護師、職員の意
見を基に話し合い介護計画を立ててい
る。３ヶ月毎に見直しを行い、利用者
に何か変化があった時はモニタリング
を行っている。

生活記録、連絡ノート、ご意見ノート
を利用している。利用者様の日常の様
子や言動を細かく記入、気付きや工夫
を共有し意見交換しながら介護計画の
見直しをしている。日々、話し合い、
より良い支援ができるよう心掛けてい
る。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

急変時のマニュアルが目の届くところ
にあり職員の周知に努めている。緊急
連絡先も備えている。

町内会と協力して年２回、災害対策の
為、避難訓練を行い１度は消防署の指
導を受け報告書を提出している。また
飲料水、食料の備蓄をしている。

入院、退院時にはサマリーのやりとり
で情報交換を行っている。面会、医師
の説明や相談するなどして協働に努め
ている。

入所時に重度化、看取りについての説
明を行っている。終末期のあり方につ
いてできる事を伝ええ早い段階から十
分に説明して家族の意向も聞いて再度
意思確認を行っている。職員、かかり
つけ医、ホーム医と方針や情報を共有
している。

週に１度訪問看護を受けている。日常
の変化を伝え助言を得ている。何かあ
れば相談し利用者様が適切な医療を早
く受けられる様支援している。

株式会社フィールズ
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

食事が楽しくなるよう出来る事はお願
いしてお手伝いして頂いている。月に
１度出前・外食の日があり個々に好き
な物を召し上がって頂けるように支援
している。

その日の健康状態や精神状態を優先し
ているため、入浴日は特に設定してい
ない。全て利用者様のペースとはいか
ないが出来る限り希望に添えるように
している。外出やレクリエーションは
希望により実施している。

好きな服やアクセサリーを着用して頂
いている。お手伝いさせて頂く時にも
好みを把握し、その人らしい身だしな
みができるよう支援している。季節に
合った物を着用して頂ける様に努めて
いる。

理解度に合わせた言葉かけの工夫、利
用者様の立場に立ち、誇りやプライバ
シーを損なわないよう努めている。居
室の鍵の施錠も自由にしてもらってい
る。

個々の利用者様の性質を理解して感情
を引き出し、話を傾聴し自己決定がで
きるお手伝いをしている。常に分かり
やすい声掛けを心がけている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排便チェック表を作成し常に確認。乳
製品の摂取を促したり運動を取り入れ
るなど便秘予防にも取り組んでいる。
ホーム医や看護師に相談し指示を仰い
でいる。

特に入浴日は決めていないが週３日の
入浴を心掛けている。希望時間に応え
たり、拒否が見られる時は時間をずら
し席を立った時に誘導するなど工夫し
ている。

毎食後、個々に合った口腔ケアを実施
している。希望者には訪問歯科の利用
もして頂き、アドバイスを受け歯間ブ
ラシで磨き残しの介助を行っている。
夜間は義歯を預かり消毒を行ってい
る。

現状維持できるよう個々に合わせた排
泄支援を行っている。介助が必要な方
の排泄パターンを把握することでおむ
つを利用されている方にも不快感が続
かないよう支援を行っている。

管理栄養士が作成した配食サービスを
利用している。１日のトータルで極端
に栄養が少ない方には高カロリードリ
ンクを提供。個々の嗜好や食事形態に
合わせ、量なども考えて提供してい
る。水分が十分に確保できない方にも
工夫している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

ご自分で管理を希望される方は持って
頂くが、管理の難しい方は事務所でお
預かりしている。外出時のお支払いも
して頂ける様に支援している。

個々に合ったやりがいや楽しみ方が出
来るように、ＡＤＬや要望を把握（歌
が好き、散歩が好き、台所仕事が好
き、計算問題が好き等）し、レクリ
エーションや家事のお手伝いにお誘い
している。学習療法にも取り組んでい
る。

天気にもよるが日常で使用する物など
一緒に買いに行ったり散歩のお誘いや
屋上での日光浴も実施。本人の希望を
家族に伝えて連れて行ってもらうなど
共に支え合っていけるよう支援してい
る。運転できる職員がいる時はドライ
ブにも出かけている。

疲れが見られる時には昼寝を勧めた
り、ぐっすり休まれている時は食事の
時間をずらすなど様子観察を行い、
個々のペースに合わせて支援してい
る。

個人の服薬表の薬目的、時間、用量、
用法の把握に努め症状の変化を内服す
るまで確認している。症状の変化があ
ればすぐにホーム医や看護師の指示を
仰いでいる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

慣れ親しんだ家具や人形、テレビや棚
など、お持ちいただいたりしてくつろ
げるように配慮している。

建物内部は狭いのが短所と思われた
が、トイレと居室以外にはプレートを
掲示していないが利用者様は混乱なく
生活できている。また、手すりを設置
するなど安全な環境整備に努め、自立
した生活が送れるように努めている。

フロアには季節を感じて頂けるような
空間づくりを心掛けている。利用者様
と共に作成した貼り絵や塗り絵、日常
の写真を掲示している。共用部は常に
清潔にし不快感や混乱が生じないよう
居心地にも配慮している。

共用部は狭いながらに工夫をしテレビ
前のソファー、台所前にベンチを設置
している。仲間同士のおしゃべりやテ
レビ鑑賞など、思い思いに過ごせるよ
うスペースづくりをしている。

電話や手紙のやり取りは自由に出来る
ように支援している。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

地域との係わりが少ない。 地域の掲示板などを利用し、施設の情報を
発信する。

自治会長との連携を深め、地域の掲示板等
を活用し施設の情報を発信していく。

６ヶ月

2 4

運営推進会議の開催が少ない。 開催回数を増やし、サービスの向上を図
る。

現在２ヵ月に１回の開催で実施しているた
め、今後も継続して実施する。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画

事業所名　グループホーム　シエル西横浜

作成日：　平成　２８年　５月　１７日


